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　　 区　　分
議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
諸支出金

支 出 済 額  　
4億1,101万円
51億   988万円
107億2,610万円
39億8,891万円
1億8,687万円
24億1,110万円
8億2,249万円
59億   680万円
16億7,966万円
53億3,537万円
2億3,430万円
63億9,325万円
2億4,016万円

構　成　比　   
0.9%
11.8%
24.7%
9.2%
0.4%
5.6%
1.9%
13.6%
3.9%
12.3%
0.5%
14.7%
0.5%

目
的
別
歳
出

447億128万円434億4,590万円

市税
130億2,017万円
　　 　　(29.1%）

分担金及び負担金
9億60万円(2.0%）
市が行う事業で特定の利益を受ける
人などから徴収するお金

使用料及び手数料
7億4,924万円(1.7%）
市の施設使用料や住民票、各種証明
書などの交付手数料

繰越金 5億2,306万円(1.2%）
前年度から今年度に持ち越したお金

諸収入ほか 27億8,078万円(6.2%）
どの費目にも含まれない他の収入

地方譲与税 14億1,315万円(3.2%）
国が徴収した税金から一定の基準に従い譲与されるお金

利子割交付金ほか 18億9,180万円(4.2%）
県が徴収した利子に掛かる税金の中から交付されるお金

地方交付税
111億8,096万円
             (25.0%）
全国の自治体が同水準の行政
を進められるよう、財政運営
の均衡を取るために国から交
付されるお金

国庫支出金
41億8,393万円  (9.4%）
国が認めた特定の事務事業の実施
にあたって国から交付されるお金

県支出金
29億6,709万円  (6.6%）
　　　県が認めた特定の事
　　　務事業の実施にあたっ
　　　て県から交付されるお金

市債
50億9,050万円
　　　  (11.4%）
　　国や金融機関
　　などから借り
　　入れるお金

市民税 51億1,796万円

固定資産税 61億4,732万円

軽自動車税 2億5,747万円

市たばこ税 7億5,824万円

特別土地保有税 723万円

入湯税 12万円

都市計画税 7億3,183万円

自

主

財

源財
源

存

依

人件費
86億763万円  (19.8%）
職員や特別職の給与、
議員・各種委員会委員
の報酬に使ったお金

物件費
45億8,681万円  (10.6%）
業務委託料や使用料など物財
調達に使ったお金

維持補修費
5億5,176万円  (1.3%）
市の施設などの補修に
使ったお金

扶助費
68億7,753万円  (15.8%）
生活保護費や児童手当などの
給付に使ったお金  補助費等

43億5,959万円
      (10.0%）
各事業や団体への
補助金や負担金に
使ったお金 

災害復旧事業費
2億3,430万円  (0.5%）
大雨などによる農林災害・土木
災害の復旧に使ったお金

      普通建設事業費
56億2,150万円  (13.0%）
道路や橋、学校、公園など
の建設・整備に使ったお金

公債費
64億805万円  (14.8%）
道路や公共施設などの整
備のため借り入れた市債
の返済に充てるお金

投資及び出資金
2億6,610万円  (0.6%）
市が行政活動を行う上で必
要な団体へ出資したお金

歳　出

繰出金
48億2,912万円
           (11.1%）
国民健康保険や下
水道事業などの特
　別会計へ繰り出
　　したお金

積立金
10億402万円  (2.3%）
津山市地域づくり基金など
基金へ積み立てたお金

貸付金
9,949万円  (0.2%）
民間団体などに対して
必要な資金として貸し
付けたお金

平 成 18 年 度  決 算 の 概 要
問い合わせ先　財政課3３２-２０20

特徴
◆ 歳出決算規模 7.7％減
◆ 地方交付税の大幅な減額
◆ 財政調整基金14億円の取り崩し


